神道章修得講座事前課題 ②



私たちの家の近所には必ず鎮守様（ちんじゅさま）があります。その神社を氏神様　　　（うじがみさま）、あるいはは産土神様（うぶすながみさま）と称しております。これは、日本人が村をつくり、町をつくって皆が手を取り合って生活していく時に、その村や町を開いてくれたご先祖様をお祭りしよう、あるいはこの土地をお守りして下さる神様をお祭りしようといって出来た神社で、常に自分の住んでいる所をお守りして下さる神様のお社です。

日本人の居るところ、日本人が村をつくり、町をつくったところは、どこへ行っても神社が存在するのはそのためです。そして、その区域に住む人たちを氏神様の子供という意味で「氏子」（うじこ）と呼んでおります。従ってそのお社と氏子は切っても切ることのできない関係にあるのです。

日本人であるならば、自分たちの鎮守様を大切に信仰しなければなりません。そこでまず自分の鎮守様について次のことを調べてみましょう。

1. 神社名

2. 御祭神名（おまつりされている神様）
3. 祭礼日

1、 例　祭（れいさい）年間で最も大切なお祭り・例大祭などとも称する

　　　　　　　　月　　　　日

2、 月次祭（つきなみさい）毎月のお祭り

　　　　　　　毎月　　　　日

3、 その他の主な祭礼の名称と祭日

4. 神社の由緒


神奈川県神社庁





神道章授与基準　項目３　自分の所属（崇敬）している神社について説明できること





所属　　　　　　　団　　　　　　　　　　隊　　氏　名　　　　　　　　　　　　　


＊この事前課題は、神道章修得講座初日受付時必ず提出のこと








